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Ⅰ 法人本部 

１．総括 

  昨年度に引き続き新型コロナウィルス感染症対策の影響があり、多くの活動が制限

された。休園や学級閉鎖があったりはしたが、園児、職員ともに重症化するようなこ

とは無かった。 
  保護者サービスと業務効率化を同時に可能にする一環として、紙おむつ、お尻ふき、

おむつ処理、紙おしぼり、エプロンの５点セットのサブスクリプションサービスをこ

ども園、プチわっかで導入した。すくすくハウスでは無料提供とした。 
  経営状況は昨年に引き続き堅調に推移した。当初の予定で園児数が若干減少して経

営的には縮小傾向になると予想していたが、最終的には昨年より利用者数が増えたこ

となどで増収となった。人件費、事業費、事務費の支出も増額したが収支差額は過去

最高の黒字となった。 

 
２．実施事業 

  第二種社会福祉事業 
 ① 幼保連携型認定こども園の経営 
   わっかこども園（定員 130 名 １号 15 名 2.3 号 115 名）  

所在地 福井県坂井市丸岡町愛宕９－１ 
 ② 一時預かり事業の経営 
 ③ 病児保育事業の経営 病児・病後児保育所すくすくハウス（定員 12 名） 

所在地 福井県坂井市丸岡町吉政 35-19 
 ④ 小規模保育事業の経営 プチわっか（定員 18 名） 

所在地 福井県坂井市丸岡町吉政 35-19 
 ⑤ 放課後児童健全育成事業の経営 キッズわっか（定員 30 名） 

所在地 福井県坂井市丸岡町愛宕１３－１ 

 
３．監事監査・理事会・評議員会の開催 

(1) 監事監査（令和４年５月３１日） 
 ① 令和３年度収支決算の監査 
    事業報告・計算書類ともに適正 
(2) 第１回理事会（６月３日） 
  （１）報告事項 

理事長の職務執行状況の報告 
（２）決議事項 

第１号議案 令和３年度事業報告及び計算書類・財産目録の承認の件 
第２号議案 定時評議員会決議の省略を行うことを提案する件 

(3) 定時評議員会（６月１３日） 
（１）報告事項 
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 令和３年度事業報告について 

（２）決議事項 

   第１号議案 令和３年度計算書類・財産目録の承認の件 

(4) 第２回理事会（１月３０日） 

（１）報告事項 

  理事長の職務執行状況の報告 

（２）決議事項 

第１号議案 すくすくハウス無償譲渡承認の件 

第２号議案 令和４年度補正予算（案）承認の件 

第３号議案 評議員会の招集について 

(5)第２回評議員会（２月７日） 
（１）決議事項 

   第１号議案 すくすくハウス無償譲渡承認の件 

 

(6) 第３回理事会（３月１８日） 

（１）報告事項 

理事長の職務執行報告について 

（２）決議事項 

第１号議案 令和５年度事業計画（案）承認の件 

第２号議案 令和５年度収支予算（案）承認の件 

    
４．構成 

  評議員 ７名 理事 ６名 監事 ２名 （欠員無し） 

 
５．地域における公益的な取組み 
  ・地元長畝地区での公益的な取組みは出来なかった。 

  ・丸岡高校サッカー部への協賛 

  ・丸岡南中学校サッカー部への協賛 

  ・伊井金津東バレーボールクラブへの協賛  

 
６．広報活動 

  ・法人の広報誌「サンサーラ」第５号を発刊し、在園児、長畝小学校、地域、保育

関係施設等に配布した。 
    ・24 時間テレビに協賛し TV コマーシャルを流した。 
  ・赤い羽根共同募金に協賛し、福井新聞に載せた。 
  ・若い世代や、より多くの方に当法人を知ってもらうためのブランディング、広報

活動として当法人のイメージ動画を作成した。求人専用ページも作成しホームペ

ージから閲覧可能にし応募も出来るようになった。 
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７．処遇改善 

  処遇改善Ⅰ 看護師を除く全職員に基本給の５％の手当を毎月支給。昇給が無いパ

ート職員については勤続年数により最大 10％まで上がる仕組みを導

入。 

処遇改善Ⅱによる職員間の格差是正のため、12 月賞与時に一時金を合

わせて支給。 

  処遇改善Ⅱ 処遇改善加算算定決定後、４月に遡り月額主幹・主任 39,000 円、棟リ

ーダー３名（副主任相当）40,000 円、クラスリーダー５名（専門リー

ダー相当）37,000 円、職務分野別リーダー６名に 5,000～20,000 円の

手当を支給。 

  処遇改善Ⅲ 管理職、看護師を除く全職員に基本給の８％の手当を毎月支給。 

  その他   コロナウィルス感染症対策事業補助金が 3年度は人件費に全額充てて

よかったため、4 施設総額 150 万円を 1 人 1 ヵ月当り 4,800 円（フル

タイム換算）の手当として支給。法人独自の慰労金として 1 人当り

50,000 円（フルタイム換算）支給した。 

 

８．指導監査 

(1) 日 時  令和４年１０月２５日 10：00～16：00 
(2) 監査者  坂井市 福祉総務課 子育て支援課  
(3) 口頭指摘事項 

①理事会においてプチわっか施設長の選任が決議されていない 
   ②決算書に記載する予算案は補正予算とすること 
   ③物品を購入する場合 2 社以上の見積もり、100 万円以上の場合は契約書を締結

することとなっているので注意すること。契約書と見積書は一体として綴って

おくとよい。 

 
９．苦情解決 

  第三者委員に付する苦情は無し 
  （各委員に報告済）  
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Ⅱ 施設全体事業 

１．職員構成 

        令和５年３月３１日現在数  

職  種 わっかこども園 キッズわっか プチわっか すくすくハウス 

施設長・園長 １名 ‐ １名 ‐ 
主幹・主任 ２名 ‐ １名 ‐ 

保育教諭・保育士 

（正規職員） 
７名 1 名 ３名 １名 

保育教諭・保育士

（パート職員） 
１３名 ‐ ２名 １名 

看護師 

（パート職員） 
１名 ‐ １名 １名 

事務員 １名 １名 
保育士・看護師 

（派遣） 
‐ ‐ ‐ ‐ 

調理員（委託） ４名 

合 計 ２５名 １名 ９名 ３名 

＊園医（嘱託医）、園歯科医（嘱託歯科医）、園薬剤師 各１名  

＊産前後・育児休業中職員２名 

 

 

２．職員研修 

① 園内研修 

開催日 研 修 内 容 講師（講演者） 参加者 参加人員 

6 月 

７月 

９月 

１１月 

１月 

新任教員としての心構え 

指導計画（週案・日案）の作成 

幼児の理解と指導の実際 

保育の展開と反省・評価 

環境構成の考え方と実際 

園長 
主幹 2 名 

保育教諭 
７人 

5 月 

６月 

８月 

10 月 

１２月 

園内リーダー研修 主任 
わっか保育教諭 

プチ保育教諭 
15 人 

３/14 嘔吐物処理について（こども園） 看護師 わっか保育教諭 26 人 

３/３０ 嘔吐物処理について（プチわっか） 看護師 プチ保育教諭 １１人 
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② 園外研修 

開催日 研修名 会場 参加者 主催  

4/19 火 幼保連携型認定こども園 新規採用教員研修 園にて ZOOM 保育教諭 福井県民間保育連盟  

4/22 金 園内研修指導員研修会 福井県生活学習館 園長 県幼児教育支援センター  

4/23 土 日保協女性部講演会 園にて ZOOM 園長 日本保育協会福井県支部  

6/9 木 幼保連携型認定こども園 新規採用教員研修 教育総合研究所 保育教諭 福井県民間保育連盟  

6/10 金 福井県保育同友会第１回研修会 サバエシティホテル 主幹 2 名 福井県保育同友会  

6/14 火 福井県保育研究大会 園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

6/17 金 2022 トップセミナー 大手町三井ホール 理事長 
特定非営利活動法人全国こ

ども園協会 
 

6/21 火 幼保連携型認定こども園 新規採用教員研修 今福保育園 保育教諭 福井県民間保育連盟  

6/24 金 主任保育士研修（前期） 園にて ZOOM 主幹 県幼児教育支援センター  

7/4 月 
保育士等キャリアアップ研修① 

（マネジメント） 
園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

7/8 金 幼児期から学童期にむかう心身の発達について まごころ認定こども園 保育教諭 まごころ認定こども園  

7/8 金 幼保連携型認定こども園 新規採用教員研修 教育総合研究所 保育教諭 福井県民間保育連盟  

7/9 土 アンガーマネージメント 園にて ZOOM 保育教諭 坂井市保育研究会  

7/17 

 18 

日 

祝 
第 32 回全国病児保育研究大会 

千葉県幕張メッセ

国際会議場 
理事長 

一般社団法人 全国病児保

育協議会 
 

7/19 火 主任保育士研修（前期） 園にて ZOOM 主幹 福井県社会福祉協議会  

7/25 月 
保育士等キャリアアップ研修② 

（マネジメント） 
園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

8/8 月 
保育士等キャリアアップ研修③ 

（マネジメント） 
園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

8/23 火 主任保育士研修（前期） 園にて ZOOM 主幹 福井県社会福祉協議会  

9/9 金 学ぼう！磨こう！高めよう！第１回研修会 園にて ZOOM 保育教諭 2名 福井県保育士会  

9/14 水 幼保連携型認定こども園 新規採用教員研修 教育総合研究所 保育教諭 福井県民間保育連盟  

10/20 木 幼保連携型認定こども園 新規採用教員研修 教育総合研究所 保育教諭 福井県民間保育連盟  

10/21 金 「子どもの急病時の対応について」の講習会 坂井市役所本庁 保育教諭 2名 坂井市役所保育課  

11/2 水 主任保育士研修（後期） 園にて ZOOM 主幹 福井県社会福祉協議会  

11/21 

 22 

月 

火 
保育博 2023 

東京都立産業貿易

センター 
理事長   

11/28 月 新任職員フォローアップ研修会 福井県自治会館 保育教諭 福井県民間保育連盟  

11/21 月 女性部パワーアップセミナー 園にて ZOOM 園長 日本保育協会福井県支部  

11/28 月 新任職員フォローアップ研修会 福井県自治会館 保育教諭 福井県民間保育連盟  

12/1 木 園内研修指導員研修会 園にて ZOOM 園長 福井県社会福祉協議会  

12/13 火 共につくるスタートカリキュラム研修会 園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

12/19 月 主任保育士研修（後期） 園にて ZOOM 主幹 福井県社会福祉協議会  

1/25 水 
令和４年度保育セミナー 

「知って、防ごう、園での事故…」 
園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

1/26 木 主任保育士研修（後期） 園にて ZOOM 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

1/26 

 27 

木 

金 
全国保育士研修会 新横浜プリンスホテル 主幹 全国保育士会  

2/7 火 園長研修会 グランユアーズ 園長 福井県民間保育連盟  

2/10 金 市町幼児教育アドバイザー活動報告会 坂井市役所 園長 市町幼児教育アドバイザー  

プチわっか 

5/11 水 園内リーダー養成研修 プチにて ZOOM 主任 福井幼児教育支援センター  

6/22 水 園内リーダー養成研修 プチにて ZOOM 主任 福井幼児教育支援センター  

7/4 月 キャリアアップ研修 マネジメント① プチにて ZOOM 保育士 福井県社会福祉協議会  

7/25 月 キャリアアップ研修 マネジメント② プチにて ZOOM 保育士 福井県社会福祉協議会  

8/8 月 キャリアアップ研修 マネジメント③ プチにて ZOOM 保育士 福井県社会福祉協議会  
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8/24 水 園内リーダー養成研修 プチにて ZOOM 主任 福井幼児教育支援センター  

9/9 金 学ぼう！磨こう！高めよう！第１回研修会 プチにて ZOOM 保育教諭 2名 福井県保育士会  

10/21 金 「子どもの急病時の対応について」の講習会 坂井市役所本庁 
主任 

保育教諭 坂井市役所保育課  

10/28 金 園内リーダー養成研修 生活学習館 主任 福井幼児教育支援センター  

11/2 木 園内リーダー養成研修 プチにて ZOOM 主任 福井幼児教育支援センター  

12/28 金 園内リーダー養成研修 プチにて ZOOM 主任 福井幼児教育支援センター  

1/26 木 主任保育士研修 補講 プチにて ZOOM 主任 福井県社会福祉協議会  

キッズわっか 

12/2 金 放課後児童支援員認定資格研修① 福井県生活学習館 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

1/20 火 放課後児童支援員認定資格研修② 福井県生活学習館 保育教諭 福井県社会福祉協議会  

 

３．職員会議等の実施状況 

会議等の名称 参加職員 
頻

度 
記録 会議等の内容 

職員会議 
正職全職員 

(委託・派遣を除く) 

月

１

回 

有 

理事長及び園長の話し、教育保育・行事の内

容について、避難訓練の内容について、 

処遇について、など        

給食会議 

理事長、園長、主幹・

主任、担任、給食受

託者（２名） 

月

１

回 

有 

各施設、クラスからの要望 

給食受託者からの要望 

行事等の確認、など 

リーダー会議 

理事長、園長、主幹・

主任、各クラス主担

任、事務員 

週

１

回 

無 
理事長及び園長の話し、当該週の行事等確認 

各クラス・担当などからの連絡・報告 

ケース会議 
園長、主幹・主任、

各クラス主・副担任 

６

回 

 

有 

 

各クラス毎に園児一人ひとりの様子、良いと

ころ、育ってほしいところ、援助の方法など 

プチ・すくすく

ミーティング 

プチ・すくすくハウ

ス職員 

月

１

回 

有 
職務内容の打ち合わせ、こども園や 

つちだ小児科との連絡 

 

４．実習生等受け入れ 

  ・仁愛大学保育実習生 １名 ・仁愛短期大学保育実習生  ２名    

  ・名古屋こども専門学校実習生   1 名  

  ボランティア活動 

  ・丸岡高校地域協働部      ４名 

＊実習場所はすべてわっかこども園 

＊コロナ禍により、職場体験等は無かった 

 

５．施設修繕・整備・機器購入 

・わっかこども園 

① 築山の修繕           ② デジタルホワイトボード １台 
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③ ロボット掃除機 1 台   ④ 倉庫照明器具交換 

⑤ 床ＵＶコーティング工事（廊下・玄関ホール） 

⑥ 厨房水栓自動化工事       ⑦ 園児布団棚 ２台 

⑧ サブスク対応用おむつストッカー ⑨ おしぼり機（レンタル）導入          

 

・プチわっか 

① 食器洗い機 １台      ② テラス屋根工事 

③ おしぼり機（レンタル）導入  

 

・キッズわっか 

① ひとり掛けソファー ２脚 

 

・すくすくハウス 

① 道路案内看板増設（裏面作成）  ② おしぼり機（レンタル）導入 

③ 医療用パルスメーター   

           

６．新規導入サービス等 

 わっかこども園、プチわっかにおいて園独自の、紙おむつ、お尻ふき、おむつ処理、

紙おしぼり、エプロンの 5点セットサブスクリプションサービス「わっかラブ楽サブス

ク」を 10 月から導入した。保護者の準備物負担軽減と職員の業務効率化を図り、互いに

子どもとの時間を増やすことを目的としている。効果を十分に発揮するには利用率を

100％にする必要があるため、職員と何度も話し合いを重ねオムツの使用頻度によって

価格を 3段階に設定し、園が相当額を負担することで保護者の費用負担も軽減した。 

 すくすくハウスでは、5 点をすべて無償で提供することとした。 

 

Ⅲ わっかこども園 

１．園児受入状況  定員 １号 15 名 2・3 号 115 名 （認可・利用共） 

 月 

年齢 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 

1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 

0 歳 0 2 2 0 2 2 0 3 2 0 5 1 0 7 1 0 8 1 

1 歳 0 11 4 0 12 2 0 12 2 0 12 2 0 12 3 0 11 4 

2 歳 0 16 9 0 16 9 1 14 10 2 14 9 2 14 9 2 14 9 

3 歳 9 17 4 9 18 3 7 19 2 7 19 2 7 19 2 6 20 2 

4 歳 1 27 1 2 27 1 1 28 1 2 28 0 2 28 0 2 25 2 

5 歳 2 22 6 2 22 6 2 21 7 3 22 5 3 23 4 3 23 4 

計 12 95 26 13 97 23 11 97 24 14 100 19 14 103 19 13 101 22 

合計 133(+1) 133(±0) 132(-1) 133(±0) 136(+3) 136(+3) 

( )は前年同月との比較  
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 月 

年齢 

10 11 12 1 2 3 

1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 1 号 標 短 

0 歳 0 10 3 0 13 1 0 13 2 0 14 1 0 14 1 0 14 1 

1 歳 0 10 6 0 11 5 0 12 4 0 12 4 0 12 4 0 12 4 

2 歳 2 15 8 2 15 8 2 16 6 2 16 7 3 15 8 3 16 7 

3 歳 6 19 4 6 20 3 6 20 3 6 20 4 6 20 3 6 20 3 

4 歳 2 26 1 2 26 1 2 26 1 2 27 0 2 25 2 2 25 2 

5 歳 3 23 4 3 22 5 3 22 5 3 22 5 3 23 4 3 23 4 

計 13 103 26 13 107 23 13 109 21 13 111 20 14 109 22 14 110 21 

合計 142(+8) 143(+6) 143(+5) 144(+5) 145(+6) 145(+6) 

延べ人数 １号認定 157 人（+63） 標準 1244 人（+24） 短時間  263 人（-45） 

合計 1,664 人（+42） 

年齢別  ０歳 123 人（+52）  １歳 183 人（-80）   ２歳 300 人（+12） 

     ３歳 346 人（+10） ４歳 352 人（+4） ５歳 360 人（+44）                   

平均  １号 13.1 人(+5.3) 標準 103.7 人(+2.0) 短時間 21.9(-3.8)人  

合計    138.7 人（+3.5）  

入所率 109.2％（+5.2％） 

*（５年度４月入所数 1 号 12 人 標準 96 人 短時間 19 人 合計 127 人） 

 

２．一時預かり保育事業利用状況 

一時預かり（一般型）を利用した実人数は３名（±0） 

 

３．延長保育（1 号は預かり保育）事業利用状況（延べ人数） 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

１号 132 180 173 164 166 197 183 194 174 177 178 181 2,099 

短時間 25 7 24 8 10 18 18 3 6 6 9 14 148 

標準 92 80 126 70 53 117 83 97 91 80 73 113 1,075 

月合計 249 267 323 242 229 332 284 294 271 263 260 308 3,322 

 

４．安全管理・防災・防犯対策 

月 内容 保育状況 指導内容 及び 留意事項 

４ 

避難の合図 
組別保育

→遊戯室 

・火事や地震について話し、怖さを知らせる。 

・非常ベルが鳴ることを知らせ、新入園児や乳児が怖がらないように配慮する。 

→RS ウイルスが流行し、終息していない状態だったので遊戯室に集まることは中止した。 
１９ 
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５ 

調理室出火 
組別保育

→園庭 

・出火に対する避難の方法を理解させ、合図で近くにいる保育者を見て、慌てずに保

育者の指示に従って行動できるようにする。 

→ほし組にコロナ濃厚接触者が出たため、ほし組のみキッズの園庭へ避難。 
１２ 

６ 
地 震 

組別保育

→園庭 

・地震の恐ろしさについて話し、慌てたり押したりしないよう指示し援助する。 

・一番近い非常口から整然と敏速に誘導する。 ２２ 

７ 

通報訓練 
組別保育

→園庭 

・合図と共に遊びをやめさせ、指示を聞いてからで並んで避難できるようにする。 

・実際に消防署に通報する。 

→コロナ感染対策でクラスごとに待機という形にした。 
１５ 

８ 不審者侵入 

（防犯研修） 

組別保育

→部屋を

守る 

・不審者侵入を知らせる合図の共通理解を徹底する。 

・冷静に対処して、できるだけ恐怖心を持たせないようにし、園児の安全を確保する。 
１８ 

９ 台風等の 

災害（水害） 

組別保育

→駐車場 

・台風の恐ろしさを知らせる。 

・園庭南側の川が氾濫したことを知らせ、園舎北側の駐車場に避難させる。 １６ 

１０ 総合訓練 

(通報及び水

消火器訓練)  

室内遊び

→園庭 

・室内の安全な場所に身を寄せる様、適切な指示をする。 

・出火したことを知らせ、第１避難場所へ避難させる。 

・消防署員から指導を受けながら、保護者・職員の消火訓練をする。 

・避難後、非常食の試食。 
７ 

１１ 
近隣出火 

組別保育

→園庭 

・近くにいる保育者の指示が聞け、集合場所に保育者と一緒に集まるようにする。 

・排泄その他で園内残留児がいないか、確実に点検する。 ９ 

１２ 
近隣出火 

おやつ時 

→遊戯室 

・手に持っているおやつを離させ、指示に従って慌てたり押したりしないで順序良く避

難できるようにする。 １５ 

１ 

給食室出火 
組別保育

→棟別 

・雪が降ったら非常口や避難経路の除雪をしておく。 

・訓練の慣れからふざけたりせず、真剣に行うことの大切さを知らせるために、出火場所

を訓練時に放送で伝える。 
１２ 

２ 防火教室 

（地震） 
午睡中 

・恐怖心を持たせないよう十分注意しながら落ち着いて安全な場所へ誘導する。 

・事前に時間、災害の種類など知らせず緊急放送で伝える。 １６ 

３ 地震後近隣

出火 

時間指定

なし 

・今までの経験を生かし、ふざけたりしないで落ち着いて、機敏に行動させる。 

・時間、避難場所を事前に知らせず、放送により指示する。 ２８ 

★職員は、消火器の確認及び消火器を使う消火訓練（模擬訓練）並びに防災・災害時用具用品の点検を年１回行う。 

① 保護者への連絡は、アプリによる双方向通信とした。 

② ヒヤリハット図を作成し職員室に掲示。ICT 化により保育システムにも入力。 

③ 正面玄関は送迎時間以外施錠し、監視カメラのモニターで確認後事務室から開扉。 

④ 職員玄関は、暗証番号キーにより開閉。 

⑤ IC カードによる登降園システム。 

 

 

 

 



10 
 

５．主な年間行事 

月 行 事 内 容 親 子 参 加 保護者のみ参加 

４月  
 入園式（1 日） 

 保育参観（中止） 
 保護者会総会（書面） 

５月 

花まつり（９日） 

さつまいもの苗植え（１７日） 

全園児健康診断（１９日） 

５歳児交流会（中止） 

 

 そら組奉仕作業（１４日） 

県保護連坂井ブロック総会 

（書面） 

個人懇談（5/10～6/4） 

６月 

歯科検診（６日） 

梅シロップづくり（９日）、遠足（１６日） 

幼年消防クラブ防火教室 （中止） 

交通安全教室（中止）  

保幼小交流会（中止） 

 ちびっ子サッカー大会 

 （１１日） 

個人懇談（5/9～6/15） 

保育参加（６日～１５日） 

 

７月 

 

プール開き（６日） 

七夕会（７日） 

夏野菜のクッキング（１４日） 

 わっか夏まつり 

（19～25 日）園児職員のみ 

祖父母参観（７日～９日） 

→新型コロナウイルス感染防止のた

め中止 

８月 
スイカ割りと流しゼリー（２６日） 

 

そら組オープニング予定が

フィナーレに変更したが最

終的に園児のみで実施 

 

９月 
お月見（５日） 

ミニいもほり（２９日） 
  そら組作業奉仕（３日） 

１０月 

干し柿作り（４日） 

 光る絵本展「プペルバス」（１２日） 

ミニ遠足（１４日）、食育指導（１８日） 

芋ほり（１９日）、遠足（2８日） 

ハロウィンクッキング（２８日） 

 運動会（９日） 

＊長畝小学校体育館 

ほし組奉仕作業 

（２２日） 

保育参加（5～16 日） 

１１月 

焼き芋会（２日）、防火訪問（6 日） 

もちつき会（１１日） 

全園児健康診断（１７日） 

交通安全教室（17 日） 

５歳児交流会（中止） 

親子もちつき会（中止） 

→役員のみ参加 
  

１２月 
 成道会（８日）、食育指導（２０日） 

 クリスマス会（２３日） 

発表会（７～12 日） 

 ※1 日クラス開催 

 にじ組奉仕作業（３日） 

個人懇談（1/20～2/9） 

１月 

 七草会（7 日） 

 食育指導（１７日） 

 雪の上でアイスクリーム作り（３０日） 

 新入園児面接（２４日） 個人懇談（1/20～2/9） 

 

２月 

節分豆撒き（３日） 

お店屋さんごっこ（６日～１０日） 

 涅槃団子撒き（１５日） 

 入園説明会（２５日） 

個人懇談（1/20～2/9） 

涅槃団子作り(中止) 
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２月 

うどんづくり（１４日） 

しゅわしゅわラムネづくり（１３日） 

涅槃会（１５日） 

長畝小学校体験入学（中止） 

 

３月 

 ひなまつり会（3 日） 

 チョコクランチづくり（パン粉）（３日） 

お別れ遠足（７日）、ミニ遠足（１０日） 

おっとっと作り（１４日） 

 お別れ会（１３日～１６日） 

 卒園式（１８日） 

 謝恩会（１８日） 

 ぶどう・いちご・れもん組 

奉仕作業（４日） 

その他 
身体計測、誕生会（各月１回） 

 乳児健診（隔月）、 体操教室（月２回） 
 保護者会役員会（10 回） 

＊デジタルホワイトボードを玄関に配置し、その日に撮った動画や写真をお迎え時に流すこと

で、ドキュメンテーションの一つとして保護者への情報発信を積極的に行った。 

＊ロボットクリーナーを導入することで職員の業務負担軽減を図った。 

 

６．検査・指導監査 

① 児童福祉施設指導監査 

 (1) 実地による監査が予定されていたが書面監査となった。 

 (2) 監査者  福井県 地域福祉課  

 (3) 監査結果 概ね良好 

 

② 特定教育・保育施設等確認指導監査 

(1) 県の監査が書面になったため未実施。 

   

７．学校評価 

  施設関係者評価委員による学校評価は、新型コロナウィルス感染拡大予防のため 

書面で行った。 

 

Ⅳ プチわっか 

１．小規模保育所 プチわっか 園児受入状況  定員 18 名 （認可・利用共） 

 月 

年齢 

４ ５ 6 7 8 9 

標 短 標 短 標 短 標 短 標 短 標 短 

0 歳 3 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 

1 歳 5 0 5 0 5 0 5 0 4 0 4 0 

2 歳 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 

計 13 2 14 2 14 2 14 2 13 2 13 2 

合計 15 16 16 16 15 15 
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 月 

年齢 

10 11 12 1 2 3 

標 短 標 短 標 短 標 短 標 短 標 短 

0 歳 4 1 4 1 4 1 4 1 5 1 5 1 

1 歳 4 0 4 0 4 1 5 0 5 1 6 0 

2 歳 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 4 2 

計 13 2 13 2 13 3 14 2 15 3 15 3 

合計 15 15 16 16 18 18 

延べ人数     標準 164 人(+55)  短時間 27 人(+6) 合計 191 人(+61) 

年齢別     ０歳 61 人(+39) １歳 58 人(-32) ２歳 72 人(+54 )         

平均      標準 13.7 人(+4.6) 短時間 2.3 人(+0.5) 合計 15.9 人(+5.1)  

入所率 88.4％ 

*（５年度４月入所数 標準 6人 短時間 4人 合計 10 人） 

 

２．一時預かり保育事業利用状況（余裕活用型） 

 

＊余裕活用型は定員を超えていない月に実施可能 

 利用延べ人数 ５人 

 

３．延長保育事業利用状況（延べ人数） 

 

/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

短時間 0 0 0 0 1 0 0 2 2 0 0 9 14 

標準 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 4 

合計 0 0 0 1 1 2 0 2 2 0 0 10 18 

 

４．安全管理・防災・防犯対策 

月 内容 保育状況 指導内容 及び 留意事項 

4 
避難の合図 室内保育 

・3 原則を知らせ、意識しながら避難できるよう促す。 

・職員が連携をとり、子どもの安全を確保しながら合図とともに速やかに非難を行う。 19 

5 
近隣出火 室内保育 ・出火に対する避難の方法を共通理解し、残留児がいないか確認を行う。 

13 

6 
地 震 室内保育 

・慌てたり押したりしないで物陰に身を寄せ、姿勢を低く体を丸めるよう指示援助する。 

・日頃から棚の上は落下の危険がないように整理し、十分注意する。 17 

7 近隣出火 

(通報訓練) 
室内保育 

・合図と共に遊びをやめさせ、指示を聞いてからで並んで避難できるようにする。 

・実際に消防署に通報する。 14 
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8 
不審者来所 室内保育 

・不審者侵入を知らせる合図の共通理解をする。 

・冷静に対処して、できるだけ恐怖心を持たせないようにし、園児の安全を確保する。 19 

9 台風等の 

災害（水害） 
室内保育 

・水害の情報を収集し、避難の判断をする。 

・建物の外へ避難することも考え、身支度を整える。 16 

10 
地震後出火 室内保育 

・室内の安全な場所に身を寄せる様、適切な指示をする。 

・出火したことを知らせ、第１避難場所へ避難させる。 20 

11 
厨房出火 室内保育 ・保育者の指示に従って行動できるよう促す。 

9 

12 
近隣出火 おやつ中 

・手に持っているおやつを離させ、指示に従って慌てたり押したりしないで順序良く避

難できるようにする。 15 

１ 

厨房出火 室内保育 

・雪が降ったら出入口や避難経路の除雪をしておく。 

・ふざけることのない様、真剣に行うことの大切さを伝える。 

・暖房スイッチを切る。 
12 

2 
地震 午睡中 

・恐怖心を持たせないよう十分注意しながら落ち着いて安全な場所へ誘導する。 

・地震がおさまった事を知らせ、並んで順序良く第 1 避難場所へ誘導する。 16 

3 
地震後出火 室内保育 

・今までの経験を生かし、ふざけたりしないで落ち着いて機敏に行動させる。 

・職員は役割分担を的確に遂行する。 22 

★職員は、消火器の確認及び消火器を使う消火訓練（模擬訓練）並びに防災・災害時用具用品の点検を年１回行う。 

① 保護者への連絡は、アプリによる双方向通信とした。 

② 正面玄関は送迎時間以外施錠し、インターホンが鳴ったら監視カメラのモニターで 

  確認後事務室から開扉。 

③ IC カードによる登降園システム。 

 

５．主な年間行事 

月 行 事 内 容 親 子 参 加 保護者のみ参加 

４月 花祭り（８日） 
 入園式（1 日） 

 保育参観（中止） 
 保護者会総会（書面） 

５月 全園児健康診断（19 日）   

６月 
夏野菜の苗植えと花の種植え（３日） 

歯科検診（６日） 
  

７月 

乳児検診（1 日） 

プール開き（６日） 

七夕会（7 日） 

プチ夏祭り（１９日） 

※園児と職員のみ 
  

８月    

９月 
乳児検診（2 日） 

お月見（5 日～９日） 
 祖父母参観（中止）  
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１０月 

運動会（１日） 

焼き芋会（２５日）※こども園にて 

ハロウィンパーティ（３１日） 

 合同運動会（9 日） 

＊長畝小学校体育館 

 

 

１１月 
全園児健康診断（１７日） 

もちつき会（１１日）※こども園で開催 
親子もちつき会（中止）   

１２月 
 成道会（8 日） 

 クリスマス会（23 日） 
  

  

 

１月 
七草会（６日） 

乳児検診（19 日） 
  

２月 

お店屋さんごっこ（1～日） 

※こども園にて 

節分豆撒き（3 日）  

新入園児面接・入園 

説明会（1 日） 
 

３月 

 ひなまつり会（3 日） 

乳児検診（９日） 

涅槃会・団子撒き（15 日） 

 お別れ会（１６日） 

 卒園式（２５日） 
 プチわっか 

奉仕作業（４日） 

その他 
身体計測、誕生会（各月１回） 

 乳児健診（隔月） 
 保護者会役員会（10 回） 

 

６．検査・指導監査 

① 特定地域型保育事業指導監査 

 (1) 令和４年１２月１６日に実施 

 (2) 監査者  坂井市 保育課  

 (3) 監査結果 改善を要する事項無し 

 

 

Ⅴ キッズわっか 

 

１．放課後児童クラブ キッズわっか利用状況 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

通年 24 24 25 25 25 25 25 25 25 25 23 23 294 

長期 8 0 0 9 9 0 0 0 5 5 0 4 40 

計 32 24 25 24 24 25 25 25 30 30 23 27 334 
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２．安全管理・防災・防犯対策 

月 内容 保育状況 指導内容 及び 留意事項 

8 

避難の合図 
キッズわっか

→遊戯室 

・火事や地震について話し、怖さを知らせる。 

・３原則を知らせ、なぜ必要なのか理解させる。 26 

9 
調理室出火 

キッズわっか 

→遊戯室 

・合図と共に遊びを止めさせ、指示を聞いてから慌てないで並んで避難できるようにす

る。 

・足元の遊具等でケガや混乱を招かないよう十分注意する。 22 

11 台風等の水

害 

キッズわっか 

→園庭 

・水害の恐ろしさを知らせる。 

・児童を 1 箇所に集め情報収集をし、避難の判断をする。 

・施設の外へ避難をすることも考え、身支度を整える。 25 

12 
近隣出火 

キッズわっか

→園庭 

・下校した児童とまだ下校中の児童がいるため、事前に職員の役割分担を決める。 

・指示に従って慌てたり、押したりしないで順序よく避難できるようにする。 15 

3 

地震後出火 
キッズわっか 

→駐車場 

・今までの経験を生かし、ふざけたりしないで真剣にかつ落ち着いて、機敏に行動させ

る。 

・職員は役割分担を的確に遂行する。 
20 

 

３．主な年間行事 

月 行 事 内 容 

４月   １０月  ハロウィンパーティ（２８日） 

５月 リッツパーティー（２５日） １１月 スノーボール作り（１８日） 

６月  １２月 
クリスマスパーティ（２３日） 

クッキー作り（２７日） 

７月  １月 
 新年会（５日） 

クレープ作り（２０日） 

８月 
 カルピスシャーベット作り（２２日） 

お楽しみ会（２９日） 
２月  クッキーデコレーション（２２日） 

９月  ３月 

新入園児説明会（３日） 

きのこの山づくり（１０日） 

ダンスワークショップ（２９日） 

お楽しみ会（３１日） 

 

 

Ⅵ すくすくハウス 

当法人の施設を利用されている園児、児童に限り、すくすくハウス利用料を当法人で

負担し、実質無料で利用が出来るようにした事と、４年度９月より第２子以降の利用者、
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多胎児とも公費により無料で利用できるようになったこともあったこと、冬季にインフ

ルエンザが流行したことで昨年度よりも利用者が増え、全利用者数としてはコロナ前の

水準に近づいた。 

 

１．病児・病後児保育所 すくすくハウス利用状況             （人） 

 

２．市町別利用者数内訳                         （人） 

 

 

Ⅶ 収益事業 

１． 太陽光発電事業 

  環境保護への貢献と、将来的な自主財源の確保が期待できるため平成２６年度に、

わっか保育園（現こども園）東西園舎それぞれの屋根に売電専用太陽光パネルを設置

した。令和２年度からはこども園、キッズわっかの余剰売電も加わり、天候の影響も

あったが、年間を通しては今期も前年を上回る収益となった。 

 
２． 太陽光発電売電収入状況                        （円） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

２年度 256,885 278,629 217,660 201,233 263,964 216,287 

３年度 313,399 237,559 243,321 282,876 213,540 219,143 

４年度 337,422 309,369 294,090 273,247 259,704 216,611 

       

10 11 12 １ ２ ３ 計 

168,511 138,469 46,680 25,106 140,995 231,742 2,186,161 

191,801 120,656 53,971 42,138 48,661 242,895 2,209,960 

205,156 139,430 72,005 53,765 116,079 238,023 2,514,901 

  ＊赤字は前年同月比マイナス 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

病児 112 90 71 61 43 90 118 148 140 94 265 138 1,370

病後児 4 2 5 3 5 7 4 5 5 4 11 7 62

計 116 92 76 64 48 97 122 153 145 98 276 145 1,432

前年比 +33 -38 -201 -176 -23 +66 +88 +80 +31 +29 +222 +90 +170

自治体 坂井市 福井市 あわら市 

病児・病後児 1,158（+109） 208（+96） 66（-35） 


